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2026年5月26日
一般社団法人 エコーネットコンソーシアム

普及委員長 長沢雅人

IoT家電と熱中症対策

・国内市場におけるIoT機器と、標準規格の普及状況
・IoT機器による熱中症対策
予防的対応から、ラストワンマイルの対応に向けて
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１．国内市場におけるIoT機器と、
標準規格の普及状況

（ECONET Lite、ECHONET Web API）
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日本の世帯数
5400万世帯（2022年）

日本の総住宅数
6500万棟（2023年）

スタート 6年

11年

3

累計台数と世帯数・総住宅数との比較
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ECHONET Lite 市場普及実態関連情報
認証取得率 WiFi搭載率

三菱総研様のMETI・DRready勉強会資料より作成
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国内市場では、機器は同じもの
どちらのタイプにも使えるようになっている。

GW型
（ZEH住宅、スマートハウスなど）

クラウド直結型
（各メーカが量販店等で販売）

メーカによらず、標準データを
扱う事ができる

熱中症対策のサービスを
メーカによらず行う事ができる。

国内IoT市場における標準データの活用
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https://echonet.jp/web-api-usecase/

エコーネットコンソーシアムの
HPで紹介しております。
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２．IoT機器による熱中症対策
予防的対応から、ラストワンマイルの対応に向けて

・IoTで実現できる機能
・室内環境の把握
・ラストワンマイルの対応に向けて
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https://www.jema-net.or.jp/living/iot/category/air-conditioner.html

IoTで実現できる機能例（エアコン）
一般社団法人 日本電機工業会HP抜粋

①

② ③
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https://kuratoku.lcx.mitsubishielectric.co.jp/meamor/

暑熱順化の時期における見守り機能活用（予防）

温度見守り機能による宅内温度環境の異常防止 離れた高齢者などへの遠隔での見守り

https://www.mitsubishielectric.co.jp/home/kirigamine/function/mymu/

三菱電機の例 製品・ソリューションHPより抜粋

高温おしらせ／低温お知らせ
・お部屋の温度が高いときや低いときにプッシュ通知でお知らせします。
・また、自動で運転開始し、16～31℃の範囲で温度を設定できます。
・温冷感の感受性が低下し始めるご高齢の方や、エアコン操作が困難
な小さなお子さん、お留守番中のペットがいるお部屋におすすめです。

普段と違う傾向が発生した場合、みまもり情報を分かりやすく通知
・高齢者が感じにくい真夏や真冬などの室内温度をアプリに表示。
・長時間行動を検知しない場合など普段と違う傾向が発生した場合
は、アプリに通知。 定期的な通知も可能
家の中の生活シーンごとに みまもれる
・日々の細やかな家電の使用状況や、先週との比較コメントの確認
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石川県 能美市の高齢者見守りサービス
石川県能美市では、2024年4月からIoT家電（エアコンや空気清浄機）を活用し

、在住の見守りを必要とする高齢者らがIoT家電を日常的に利用することにより、市内
の関係機関・ケアマネージャなどが対象者を遠隔で見守ることができるサービスを行って
いる。このような公共サービス領域でもIoT家電の活用が行われている。
https://www.city.nomi.lg.jp/docs/3941.html

高齢者見守りサービス事例（能美市）
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温度

湿度

運転モード

在不在検知

位置情報
（郵便番号、住所、緯度経度）

クラウド

（サーバ）

WBGTが危険領域にある部屋環境
を検知したエアコンの数

人がいる

WBGT

どこの家

つけてない

（室内用のWBGT簡易推定図）
日本生気象学会: 日常生活における
熱中症予防指針Ver.4, 2022

IoT機能によって、熱中症対策に必要な情報が得られており、
宅内環境情報の取得が可能な状況にある。

熱中症警戒アラート発生時期における室内環境把握
※イメージ画像です。

※イメージ画像です。

※あくまで家電搭載のセンサー精度の範囲
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郵便番号単位での、熱中症危険度の高い
在宅中住居の数が多い地域の特定
細かな要警戒地域の特定、注意喚起など

住所もしくはGPS情報による、熱中症危険度
の高い住居の特定
危険状態にある在宅中住居の発見と対策

ある都市での危険な宅内環境の多い郵便番号エリア

郊外エリア

人口
密集

山間部

ある町内での危険な環境にある住宅の特定

危険な在宅環境

市町村、都道府県単位での、熱中症危険度
の高い住宅が多くなる状況把握（イメージ図）

都道府県・市町村において
住民の住宅環境状況を把握する。

都道府県・市町村単位の把握
特定地域・郵便番号単位の把握 各戸単位での対策

危険な室内環境の多発地域や、住宅特定

※AIによるイメージ画像です。 ※AIによるイメージ画像です。

※イメージ画像です。
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産官学連携による熱中症リスク低減のための先端的な暑さ指数計測技術の社会実装 令和７年５月環境省 BRiDGE
令和６年度最終評価様式（報告資料抜粋）
①新たなWBGT計の検討（小型WBGT計等）及びその実装に向けた検討
•暑さ指数の活用や熱中症予防行動に結びつけるための有効な技術、及びその社会実装に向けた具体的な取組として下記２つを立案
① 標準化されたエアコンのIoT機能を活用した熱中症予防技術の開発とアルゴリズムの創出
② 高精度超小型WBGTセンサーの開発と連携構築

•社会実装のための予算を獲得が出来た場合、開発フェーズへの移行が可能な状況に到達 ⇒ 到達目標を達成

2024年度のBRiDGEで検討した内容（報告）

エアコン起動の仕組み：BRiDGE会議での報告資料
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危険な室内環境の実態（エアコン使用有無）

『エアコンの適切な使用』が熱中症対策の要
高齢者において、エアコンを使わない、使いたくない、暑さを感じない、などの要因から、
特に現状ではエアコンが設置されているにも関わらず、使用せずに死亡されている割合も多い。
令和3年東京都：屋内で亡くなった方のうち9割がエアコンを使用していない。エアコン有・使用なしが半分以上。
令和5年大阪府：死亡者の75%はエアコンを使用していない。自宅発症例の半分以上がエアコン停止中。
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ラストワンマイルの対応がポイント：いかに『エアコンの適切な使用』をいただけるか
・メーカのIoT技術は現状かなり進化しており、単純な遠隔操作だけでなく、室内環境情報の家族共有や、室内環境悪化時における
エアコンを自動ONさせるなどの「温度みまもり機能」も使える状況になってきた。そのため、今後は下記のアクションを進める必要がある。
① WiFi搭載率（2024年度約40％）のさらなる向上と標準化されたIoT型エアコンの普及促進、見守り機能などの普及啓発。
② 標準化情報を活用した地域環境・住宅環境の把握と、標準化APIによるクラウド間連携によるメーカ・自治体間情報連携。
③ 自治体などと連携した、悪化している室内環境宅におけるエアコンの稼働アクション。

標準化されたクラウド間API
ECHONET Web API 標準化された機器

ECHONET Lite

危険な室内環境に対するラストワンマイルの対応

すでにメーカ各社では宅内環境の
見守りサービスを開始している。
これらの活用も視野に入れた制度
設計が早期解決につながるのでは
ないか。

社会制度に昇華させるためにも、
標準データが搭載された機器と
標準のAPIを、いかに活用して
いくかがPoint

室内環境情報

居住位置情報

アラート情報
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まとめ

●技術の進化
IoT技術の進歩で、すでに多くの企業で温度見守り機能や、家族の遠隔見守り機能などが登場し、
ユーザの判断で、熱中症対策の予防的処置はとれるようになってきた。

●普及率の向上
標準規格を搭載したエアコンは累計で全世帯数を超えている。一方、IoT化を加速するWiFi搭載率
は約40％で近年横ばい傾向にあるものの、今後は遠隔操作だけでなく、熱中症対策活用などでの
普及啓発が進めば、搭載率の向上が見込めると思われる。
→現在政策要件であるZEH住宅制度や、今後のDR制御対象となっている蓄電池では搭載率が高くなっており、

給湯機でも増加傾向にある事から、各社の実装率は市場要求次第で変動する傾向にある。

●ラストワンマイルの対応
今後取り組みが必要なのは、危険な居住環境になった際の『ラストワンマイルの対応』であり、
なかなか進まない『エアコンの適切な使用』も、IoT技術によって解決でできる状況にきている。
現在の高齢者がかかえる課題に対する解決策として、
・高齢者が暑さを感じない→人に代わって機械やシステムが自動で感じエアコンを起動。
・共働きで家族が見守れない→インターネット経由で家族が見守る。

などがあり、引き続き熱中症警戒アラート時の具体的対応を産官学で検討し前に進めていきたい。
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